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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公表番号】特表2007-514834(P2007-514834A)
【公表日】平成19年6月7日(2007.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2007-021
【出願番号】特願2006-545442(P2006-545442)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｂ   7/90     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  79/08     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  77/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/12    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  43/02    　　　　
   Ｂ２９Ｂ   7/90    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  79/08    　　　Ｚ
   Ｂ２９Ｋ  77:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月7日(2007.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子を含む樹脂ブレンドで
あって、該少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子が圧縮成形に
よって成形されることを特徴とする樹脂ブレンド。
【請求項２】
　請求項１に記載の樹脂ブレンドを含むことを特徴とする圧縮成形品。
【請求項３】
　（ａ）少なくとも２つの非溶融加工性樹脂微粒子をドライブレンディングによって混合
する工程と、
　（ｂ）工程（ａ）の混合物を圧縮成形によって成形する工程と
を含むことを特徴とする圧縮成形品の製造方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法によって製造されることを特徴とする圧縮成形品。
【請求項５】
　少なくとも２つのブレンドされた非溶融加工性ポリイミド樹脂微粒子を含む樹脂ブレン
ドであって、該少なくとも２つのブレンドされた非溶融加工性ポリイミド樹脂微粒子が圧
縮成形によって成形されることを特徴とする樹脂ブレンド。
【請求項６】
　請求項５に記載の樹脂ブレンドを含むことを特徴とする圧縮成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
【表１】

　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発意名を包含する。
（１）　少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子を含む樹脂ブレ
ンドであって、該少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子が圧縮
成形によって成形されることを特徴とする樹脂ブレンド。
（２）　吸湿レベルを有し、前記吸湿レベルは前記少なくとも２つのドライブレンドされ
た非溶融加工性樹脂微粒子の予想される吸湿レベル未満であることを特徴とする（１）に
記載の樹脂ブレンド。
（３）　少なくとも１つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子がポリイミド樹
脂微粒子であることを特徴とする（１）または（２）に記載の樹脂ブレンド。
（４）　前記ポリイミド樹脂微粒子が総樹脂ブレンドの約５重量パーセント～約９５重量
パーセントの量で存在することを特徴とする（３）に記載の樹脂ブレンド。
（５）　前記少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子がポリイミ
ド樹脂微粒子であることを特徴とする（１）または（２）に記載の樹脂ブレンド。
（６）　前記少なくとも２つのドライブレンドされた非溶融加工性樹脂微粒子が約５μｍ
～約５００μｍの平均粒度を有することを特徴とする（１）または（２）に記載の樹脂ブ
レンド。
（７）　少なくとも１つのカプセル化フィラーをさらに含むことを特徴とする（１）また
は（２）に記載の樹脂ブレンド。
（８）　前記少なくとも１つのカプセル化フィラーが総樹脂ブレンドの約１重量パーセン
ト～約７０重量パーセントの量で存在することを特徴とする（７）に記載の樹脂ブレンド
。
（９）　少なくとも１つの非カプセル化フィラーをさらに含むことを特徴とする（１）ま
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たは（２）に記載の樹脂ブレンド。
（１０）　前記少なくとも１つの非カプセル化フィラーが総樹脂ブレンドの約１重量パー
セント～約１５重量パーセントの量で存在することを特徴とする（９）に記載の樹脂ブレ
ンド。
（１１）　（１）～（１０）のいずれか一項に記載の樹脂ブレンドを含むことを特徴とす
る圧縮成形品。
（１２）　（ａ）少なくとも２つの非溶融加工性樹脂微粒子をドライブレンディングによ
って混合する工程と、
　（ｂ）工程（ａ）の混合物を圧縮成形によって成形する工程と
を含むことを特徴とする圧縮成形品の製造方法。
（１３）　少なくとも１つの非溶融加工性樹脂微粒子がポリイミド樹脂微粒子であること
を特徴とする（１２）に記載の方法。
（１４）　前記少なくとも２つの非溶融加工性樹脂微粒子がポリイミド樹脂微粒子である
ことを特徴とする（１２）に記載の方法。
（１５）　少なくとも１つのフィラーを添加する工程をさらに含むことを特徴とする（１
２）に記載の方法。
（１６）　（１２）に記載の方法によって製造されることを特徴とする圧縮成形品。
（１７）　少なくとも２つのブレンドされた非溶融加工性ポリイミド樹脂微粒子を含む樹
脂ブレンドであって、該少なくとも２つのブレンドされた非溶融加工性ポリイミド樹脂微
粒子が圧縮成形によって成形されることを特徴とする樹脂ブレンド。
（１８）　（１７）に記載の樹脂ブレンドを含むことを特徴とする圧縮成形品。
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